
はじめに

　最近、日本社会においてグローバル化の進展が著し

い。2023（令和５）年６月末現在で、日本における在

留外国人の数は約 322 万人で 1、日本の人口に占める

割合は約 2.6％となっている 2。そのうち０～４歳の

在留外国人も約 9.6 万人であり、幼稚園・保育所・認

定こども園においても外国人の子どもの就園が進み、

多民族・多言語・多文化化へと向かっているものと考

えられる。こうした多民族・多言語・多文化化した社

会における保育の姿として、どのようなものが今後考

えられるであろうか。本稿ではその示唆の一つとし

て、多民族・多文化・多言語社会であるシンガポール

の保育施設を例として、探ってみることとしたい。

Ⅰ　シンガポールの成り立ち

　シンガポール共和国（以下、シンガポール）は東南

アジアのマレー半島の先端付近に存在する島国であ

る。面積は約 720 平方キロメートルで東京 23 区より

やや大きい程度である。人口は約 564 万人（2022 年

現在）で、うち中華系が約 74％、マレー系が約 14％、

インド系が約９％の多民族国家である 3。国語はマ

レー語とされるが、公用語は英語、中国語、マレー語、

タミール語である。このうち英語は教授言語であり、

その他３言語がそれぞれの民族の母語である 4。1400

年頃にマラッカ王国が建国、1819 年に英国人ラッフ

ルズが上陸し、1824 年に英国植民地となる。太平洋

戦争中には日本軍による占領期を経るが、1959 年に

英国より自治権を獲得。1963 年にマレーシア成立に

よりその一州となるが、1965 年にはマレーシアより

分離してシンガポールが成立した 5。今日ではアジア

における世界のハブとして高い国際競争力を持ち 6、

高度なグローバル化を遂げている。

Ⅱ　シンガポールの教育制度

　シンガポールは都市国家であるため地方自治体は存

在せず、国が教育全般を管理・管轄している。国の教

育行政機関である教育省はカリキュラムを含む教育政

策の計画・実施を担い、就学前から高等教育まで全て

の教育機関の監督も行う 7。国土が小さく資源も少な

い中にあって国際競争力を発揮するために、「人は唯

一の資源」とされ、経済、開発、教育は一体と考えら

れてきた 8。そのためシンガポールでは教育への投資

が大きく、教育省の予算は政府支出の約 15％を占め

ており、能力による振り分けを行うメリトクラシー政

策がとられる9。義務教育は６～12歳の６年間であり、

初等学校における初等教育がそれにあたる。初等学校

修了後に修了試験（PSLE）が課され、その結果によ

り中等学校でコースが分かれ、それにより修了年限が
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異なる。コースによりそれぞれ、GCE-N（Normal）、

GCE-O（Ordinary）の資格試験を受験する。GCE-O

資格の取得後、大学進学希望者はジュニアカレッジ・

中央教育学院（２～３年）に進学し、大学入学資格で

ある GCE-A（Advanced）の資格試験を受ける。職

業教育としてはポリテクニク、技術教育学院（ITE）

がある。ポリテクニクは GCE-O を要件とし、高等教

育レベルのプログラムが提供される。技術教育学院は

GCE-O または GCE-N を要件とする。10 11

　シンガポールの教育では基本的に二言語教育政策が

採られている。英語は教授言語（共通言語）として必

須であり、これにマレー系はマレー語、中華系は中国

語（シンガポールでは華語と呼ばれる北京語）、イン

ド系はタミール語といった母語の教育が行われる。12

　幼児教育・保育は教育省が管轄する幼稚園と社会・

家族開発省が管轄するチャイルドケアセンターの２

種類がある。幼稚園は日本と同じく就学前の３年保

育（４～６歳）で就学準備を目的としており保育時間

は３～４時間、学校と同じく長期の休みがある。チャ

イルドケアセンターは保護者のニーズに応じて子ども

を預かるもので、18 か月～６歳児を対象とする。こ

の他、２～ 18 か月児を対象とするインファントケア

図１　シンガポールの学校系統図 13

もある。保育時間は 12 時間までとなるが、保護者の

就労状況に合わせて全日、半日、フレキシブルなどの

形態がある。より効果的に幼児教育・保育を提供する

ために、省の枠を超えて政策実行を可能とする幼年期

開発局を 2013 年に設置し、教育省と社会・家族開発

省の監督の下で幼稚園とチャイルドケアセンター両

方の統括にあたっている。2003 年に教育省より就学

前教育のガイドラインが出され、その後 2012 年に改

訂が行われている。このガイドラインは「Nurturing 

Early Learner：NEL」と呼ばれ、幼稚園・チャイル

ドケアセンターの両方に対し、４歳から６歳までのカ

リキュラムの枠組みが示されている。NEL では子ど

もを「好奇心に満ち、能動的で有能な学び手」と定義

し、遊びと体験が重視される。そして「真正的・創造

的表現」「世界の発見」「言語とリテラシー」「運動技

能の発達」「ニューメラシー（数的思考能力）」「社会

的・情緒的発達」の６つの「学びの領域」が示され、

それぞれにリソースブックが４公用語にて発行されて

いる。また、３歳以下については 2011 年に出された

「Early Years Development Framework：EYDF」が

ある。14 15 16

Ⅲ　シンガポールの保育の実際

１．訪問の概要
　筆者らは、2024 年２月 23 日（金）13：00 ～ 14：30 ま

での１時間 30 分ほどで、シンガポールの A 保育所を

訪問した。A 保育所は、シンガポール中心部から自

動車で約 30 分の住宅地に位置しており、周囲には団

地の集合住宅が建ち並ぶ。A 保育所はシンガポール

国内にて、インファントケア１か所、チャイルドケア

センター３か所、スチューデントケアセンター（学童

保育所）２か所を展開している事業者が運営する施設

のうち、チャイルドケアセンターの一つになる。中華

系、マレー系、インド系など多民族の子どもが通園し

ている。今回、説明や対応をして下さったのは、施設

の取締役（Managing Director）の B 氏と、園長およ

び現場の保育士である。訪問時は午睡の時間に重なっ

ており、実際の保育の参観は行っていない。

小　栗　正　裕 ・ 宮　地　あゆみ

54



２．デイリープログラム
　A 保育所では、デイリープログラムが各保育室に

掲示されている。本稿では 18 ～ 30 か月児と３歳児

のデイリープログラムをそれぞれ表１、表２に示す。

全体的に、学びの領域を意識した保育や「MSD17」

「Phonics18」など、子どもの能力開発を意識したメソッ

ド、教材を取り入れているなど、「人は唯一の資源」

としての高いレベルの学校教育に繋がる保育が意識さ

れており、また複数言語による保育が行われるなど多

民族・多文化共生を意識した保育内容であることが見

て取れる。午前中には統合テーマによる保育活動や屋

外遊びを、昼食、午睡、おやつを挟んで午後には日替

わりで領域を定めた保育が行われる。統合テーマと

は、その日のコアとなるテーマやトピックに全ての学

習内容を関連付けるものである。19

　人口の約 74％が中華系ということもあってか、中

国語による統合テーマの保育の時間が月曜日から金曜

日まで、毎日 30 分設けられている。また、英語によ

る統合テーマの保育の時間も月曜日から金曜日まで、

毎日 18 ～ 30 ヶ月児は 30 分、３歳児は 45 分間設けら

れている。

　また、午後のテーマを定めた保育の時間のうち水曜

日には「世界の発見」をテーマとした保育の時間が設

けられている。先述の通り「世界の発見」は NEL の

６領域の１つにも含まれる。この NEL のこの領域は

子どもたちが身近な環境について調べ、情報を収集

し、記録して発信する活動を重視しており、その対象

としては日本における領域「環境」に近いが、教師の

支援で子どもが主体的な探究活動を行う内容として、

「人と文化（家族や友人、コミュニティ、多文化主義、

多様性）」が含まれている 20。このように幼児期から

多文化や多様性に視野を向けた保育内容が取り入れら

れている。

表 1　18 ～ 30 ヶ月児のデイリープログラム 21

成長する幼児―（18 ～ 30 ヶ月）

時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

７：00 ～ ８：00 登園 / 目視による健康チェック / 自由遊び（異年齢混合保育）

８：00 ～ ９：00 朝食 / 水分補給 / トイレ

９：00 ～ ９：15 集会－国歌斉唱、誓い、運動（異年齢混合保育）

９：15 ～ ９：45 中国語統合テーマ

自由遊び

９：45 ～ 10：00 水分補給 / トイレ

10：00 ～ 10：30 英語統合テーマ

10：30 ～ 10：45 おやつ / 水分補給 / トイレ

10：45 ～ 11：30 屋外遊び / MSD

11：30 ～ 12：45 昼食 / 健康チェック / シャワータイム

12：45 ～ 13：00 読み聞かせ / ミルク

13：00 ～ 15：00 午睡（全日保育の場合 / 土曜日は午後２時まで）/ 降園

15：00 ～ 16：00 午睡後の健康チェック / 水分補給 / トイレ / おやつ

16：00 ～ 16：30 実践的な
生活技能

音楽と
動作

料理 / 世界の
発見

実践的な
生活技能

アートとは
何か

16：30 ～ 17：00 音楽と
動作

Phonicsで歌う
（16：45 ～ 17：15）

料理 / 世界の
発見

Phonicsで歌う
（16：45 ～ 17：15）

アートとは
何か

17：00 ～ 18：00 操作的な遊び（異年齢混合保育）

18：00 ～ 19：00 自由遊び（異年齢混合保育）/ 降園
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３．多民族・多文化の保育環境
　訪問当日の保育室には写真１のように春節の飾りつ

けが施されていた。この年の春節（中国における旧正

月）は２月 10・11 日であり、この前後それぞれ２週

間ほど、街中はお祭りムードに包まれる。この日のお

やつは中国の春節を祝う餅だとのことである。中華系

が人口の約 74％を占めるシンガポールでは春節は中

華系のみならず、社会全体で共有されて盛大に祝われ

る祝日となる。A 保育園では春節に限らず、民族の

文化や行事は積極的に保育に取り入れているとのこと

である。こうした社会における文化は保育においても

大切にされている。

　なお、シンガポールではクリスマスや聖金曜日など

キリスト教の祭日、断食明けや聖地巡礼祭などイスラ

ム教の祭日、仏誕祭など仏教の祭日も祝日となってい

る。23

　また、写真２のように、子ども達の作品を掲示する

際にも、英語と中国語で作品展示の記載がされてお

り、写真３の教材棚においても英語と中国語の両方の

言葉で表示がされていた。このように、室内環境のほ

ぼ全ての掲示が英語と中国語の両方でなされている。

　一方、個人情報であるため写真の掲載は避けるが、

子どものロッカーや靴箱の名前の札は、英語、中国語、

マレー語、タミール語の４つの言語で記載されている

場所もあり、その子どもが日常的に話す母語を尊重し

た配慮がなされていることがわかる。

表 2　3 歳児のデイリープログラム 22

知的な探究者―（３歳）

時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

７：00 ～ ８：00 登園 / 目視による健康チェック / 自由遊び（異年齢混合保育）

８：00 ～ ９：00 朝食 / 水分補給 / トイレ

９：00 ～ ９：15 集会－国家斉唱、誓い、運動（異年齢混合保育）

９：15 ～ 10：00 屋外遊び / MSD

自由遊び
10：00 ～ 10：30 中国語統合テーマ

10：30 ～ 10：45 おやつ / 水分補給 / トイレ

10：45 ～ 11：30 英語統合テーマ

11：30 ～ 12：45 昼食 / 健康チェック / シャワータイム

12：45 ～ 13：00 読み聞かせ / ミルク

13：00 ～ 15：00 午睡（全日保育の場合 / 土曜日は午後２時まで）/ 降園

15：00 ～ 16：00 午睡後の健康チェック / 水分補給 / トイレ / おやつ

16：00 ～ 16：30 音楽と動作 音楽と動作 料理 / 世界の
発見

実践的な
生活技能

アートとは
何か

16：30 ～ 17：00 音楽と動作 コーナー保育 料理 / 世界の
発見 コーナー保育 アートとは

何か

17：00 ～ 18：00 操作的な遊び / Phonics Explorer －火・木曜日（17：15 ～ 17：45）

18：00 ～ 19：00 自由遊び（異年齢混合保育）/ 降園

写真１　春節の飾り
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　また、先述のように教授言語（共通言語）として重

視される英語については、写真４のように数字と並ん

でアルファベットを学ぶための壁面構成がなされてい

る。保育内容においても Phonics が取り入れられるな

ど英語が重視されているが、環境構成を通しても英語

に触れることができるように意識されている。

Ⅳ　考察

１．多民族・多文化共生
　先述の通りシンガポールは中華系、マレー系、イン

写真４　言語と数字の壁面

ド系が共に暮らす多民族国家・社会であり、また多宗

教であるゆえに多文化でもある。国自体でもそれぞれ

の民族、宗教の祭日を祭日に定めるなど社会全体に多

民族・多文化共生といった雰囲気がある。それぞれの

民族・文化が社会全体で共有されており、それが保育

においても子どもたち全体で共有できるということ

は、多文化共生の保育として望ましいあり方であると

考えられる。

　一方、保育の中で用いられる言語が英語と中国語が

中心となるなど、多言語という点から考えれば難しさ

も抱えているとも思われる。シンガポール全体におい

ても英語の重要性が高いことから、現在では家庭でも

英語を使用していることが多く、英語が事実上の母語

となっている 24 とも言われる。国や社会全体が多民

族・多言語であるからこそ、学校教育における教授言

語（共通言語）が必要であり、またシンガポールがア

ジアにおける世界のハブとしての役割を果たすにあ

たっては世界共通の言語である英語がそれとして最も

ふさわしいということになる。また、保育に用いられ

るもう一つの言語が中国語となることについてはシン

ガポールの人口の約 74％が中華系と圧倒的多数であ

り、中国語の話者が多数となることが背景であること

は容易に想像できる。例えば池田は、インド系住民で

あってもタミール語より中国語を習った方が有利と考

えて、園児のほとんどが中華系であるチャイルドケア

センターに子どもを通わせる親が増えていることを報

告している 25。

　実は公用語、母語として教育されている英語を除く

３言語はそれぞれの民族が実際に話す母語とは乖離が

あり、例えば中華系では北京語ではなく福建語や広東

語などが話され、インド系ではヒンディー語など多様

な言語が話されてきた 26。

　こうした中、みんなが共通言語あるいは多数派の言

語に集約されていくのでなく個々のルーツとなる民族

の言語を母語としてどのように尊重していけるか、と

いうことが課題とも思われるが、国や社会における英

語や中国語の重要性が高い中、非常に悩ましい課題で

もある。

２．シンガポールの教育制度全体との関連で
　先に述べたように、シンガポールの教育制度におい

写真２　子どもの制作物（クリスマスツリー）

写真３　教材棚に貼られた札
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ては初等教育から厳しいふるい分けにさらされること

になる。初等学校の修了試験（PSLE）の結果により

中等教育以降の進路が分かれていくため、その成績が

その後の人生を左右すると言っても過言ではない。そ

のため、幼児教育はその初等教育に繋がる準備教育と

いう性格を帯びやすい。特に、幼児教育でも二言語教

育政策を反映して英語が重視されていることは特徴的

である。初等教育においては、授業時間の約６割に語

学、２割が数学、残りの２割に道徳、科学、社会、美

術、音楽、体育が組み込まれ、英語と母語の二言語能

力優先となっている 27。その中で優秀な成績をとって

いくために、それ以前のできるだけ早い段階で英語の

能力を高めていくことは、保育において重要な関心事

となっている。また、シンガポールの NEL において

も子どもを主体として遊びを中心とすることが示され

るが、実際に行われる活動は獲得する知識・技能が明

確となるものであり、「遊びを通した学び」と言った

ときに、どちらかと言えば「学び」に力点が置かれる。

爾はシンガポールの乳幼児教育のカリキュラムについ

て、日本よりも「試行と推論」を重視していると評し

ている 28。

　シンガポールの子どもたちの学力は世界的にも極め

て高く、2023 年の TIMSS（国際数学・理科教育動向

調査）においては小学校４年生、中学校２年生の算

数・数学、理科全てにおいて世界１位 29、2022 年の

PISA（生徒の学習到達度調査）でも数学的リテラシー、

読解力、科学的リテラシー３分野全てにおいて世界１

位 30 と、国際学力調査のトップを独占する。これは

幼児期からのこうした高いレベルの教育の成果でもあ

ろう。

おわりに

　本稿ではシンガポールの保育の実際を通して、多民

族・多文化共生の保育のあり方について探ることを試

みた。

　シンガポールは中華系、マレー系、インド系などが

生活する多民族国家であり、ゆえに多言語、多宗教、

多文化の社会である。さらにアジアにおける世界のハ

ブとして高度にグローバル化した社会である。英語を

教授（共通）言語とするが、民族の母語（実際には乖

離はあるものの）との二言語教育政策が取られている。

保育においてはそれぞれの民族の文化や祝日、行事が

取り入れられ、また多文化主義、多様性に目を向けた

保育が取り入れられていることがわかった。しかし、

共通言語である英語の重要性が非常に高いこと、中華

系が圧倒的多数であることもあり、二言語が英語と中

国語に集約される傾向も感じられた。

　今日の日本でもグローバル化の進展が著しく、多民

族・多文化の方向に向かいつつある。シンガポールの

保育からの示唆としては、多文化における祝日や年中

行事について知るなど、保育における遊びや活動の中

で多文化・多様性に目を向けていく機会を適切に織り

込んでいくことが挙げられる。

　日本においては二言語教育政策は取られておらず、

英語を話す機会も多くない。英語の能力を高めていく

ことを意図している幼児教育は、一部の早期教育的な

幼児教育施設に限られる。筆者らもこれを広め、進め

ていくべきとの立場は取らない。しかしながら日本に

おける在留外国人の家庭の子どもたちは既に、家庭に

おける母語と生活する社会における言語すなわち日本

語の二言語に囲まれて過ごしている。英語を重要視し

ながら母語の教育も重視するシンガポール政策そのも

の、二言語による保育の方法からはルーツとなる民族

の言語を守る姿勢の大切さとそのあり方が示唆され

る。

　保育の場が多民族・多文化化していくにあたって

は、保育者一人ひとりが外国や異なる文化に関心を向

け、目を向けてどのように保育に織り込み展開してい

くか、ということを考えていくことが求められよう。

多言語ということについては現在、養成レベルにおい

てそれを意識して行う養成校は少ない。しかし、今後

求められる課題として、そのあり方を検討していくこ

とが必要であろう。
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